
男 	25,406人 

女 	27,082人 

市 の 人 口 

52,488人 

世 帯 数 	14,339 

（昭和54年 5 月 1日現在）住民基本台帳から 

畜産農家の期待を集め 

牛の放牧始まる 

① 	 （昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 
	

1部 9円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 

③与1よD わう 
発 行 所 

五所川原市役所 

448号 

昭和54年 6 月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

中州山にある「玉清水牧場」 で 5 月15日、畜産農家 

の期待を集めて牛の放牧が始まりました。 

放牧されたのは、黒毛和種の94頭で、冬の間各農家 

で飼育されていたものです。 

畜産振興のため昨年オープンした牧場は、標高 320  

航の中州山に/ J-fl,の広さがあり、すでに2u銃の草地も

造成されています。 

この日は、雨にやませ風の膚寒い天気でしたが、 ト

ラックで運び込まれた成牛や子牛が次々牧場に放され

青草を食んだり牧場を跳び回っていました。 

【写真 玉清水牧場で】 



自
然
観
察
等

に
ご
利
用
下

さ
い
。
 

野
鳥
の
村
 

は
、
九
月
」
一
 

＋
日
ま
で
開
か

れ
ま
す
。
 

開
村
に
と
も
な
い
六
月
三
日
 

（
日
）咋
前
十
時
か
ら
同
村
「
野

鳥
の
家
」
を
拠
点
に
 
「市
民
自

然
観
察
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員
 

開
放
さ
れ
ま
す
。
 

■

利
用
は
 

原
則
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
に
引
 

率
さ
れ
た
小
・
中
学
生

の
グ
ル
 

ー
プ
が
利
用
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
小
・
中
学
生

の
利
 

■

利
用
定
員
 

三
十
五
人
以
内
。
 
（引
率
者
 

を
含
む
）
 

■

利
用
料
 

不
用
で
す
。

た
だ
し
、
 
 
小
・

中
学
生
以
外

の
グ
ル
ー
プ
は
、
 

一
人
一
日
百
円
い
た
だ
き
ま
す
。
 

■

申
込
み
受
付
 

寝
具
等
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

各
自
準
備
し
て
下
さ
い
。
 

②
、
発
電
機
を
利
用
し
た
電
灯
、
 

水
道
（
井
戸
水

）
が
設
備
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
電
話
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

「
五
所

川
原
市
だ

よ

り
」
 

ロ
放
送
局
名
 
青
森
放
送
 

(
RA
B
)
 

ロ
放
送
日
時
 
毎

月
第
一
一
 

・

第
四
火
曜
日
、
午
後
四
時

五
十
五
分
か

ら
五
時
ま
で
の

五
分
間
 

「
広
報
ご

し
ょ

が
わ
ら
」
 

ロ
放
送
局
名
 
青
森
テ
レ
 

ビ

（
A
T
V
)
 

ロ
放
送
日
時
 
毎

月
第
一
一
 

・

第
四
木
曜
日
、
午
前
十
一

時
四
十
分
か

ら
十

一
時
四
十

五
分
ま
で
の
五
分

間
 

商
業
統
計

・
実
態
基
本
調
査
 

通
産
省
は
、

六
月
一
日
現

在
で
、
昭
和
五
十

四
年
度
の
 

「商
業
統
計
調
査
お
よ
び
商

業
実
態
基
本
調
査
」
を
全
国

・
 

い
つ

せ
い
 

に
行
 

い
ま
す
。
 

調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
商
業
調
査
員
お
ょ

び
商
業
実
態
調
査
員
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
商
店
を
直
接
訪

間

し
、
調
査
票
に
記
入
し

て
い
 

/

I

事
・
 

た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
 

方
法
で
行
い
ま
す
の
で
商
店
 

の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

総
務
課

・
企
画
室

（
廿
⑤
一
一

一
一
一
番
・
内
線
三
一
九
番
〉
 

へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

味唱ケ沢野鳥の村観察コース 

Aコース ー～  
（カラマツコース） 

一周で1時間30分 

Bコース 

（湖コース） 

一周で1時間30分 

一
 

「
野
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」
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具
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り
ま
す
が
、
 

自
然
観

察
等
に
ご

利
用
を
 

六
月
一
日
現
在
で
実
施
 

こ 在 
二 で 
1'FlJj 	実 

2 施 
は 

‘喜翁こ 

昭和54年（1979年） 6 月1日（448 号） ② 

自
然
に
恵

ま
れ
た
野
鳥
と
野

草
の
宝
庫
で
あ
る
市
内
味
附
ケ

沢
の
「
野
鳥
の
村
」
 
が
、今
年

も
六
月
一
日
か
ら
開
村
さ
れ

ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
身
近
か
な
 
 

会

・
社
会
教
育

課
（
廿
⑤

二
一

一
一
番
・
内
線
二
五
〇
番
）
へ

お
尋
ね
下
さ

い
。
 

「
野
鳥
の
家
」
は
期
間
中
宿
泊
、
 

休
憩
施
設
と
し
て
次
の
と
お
り
 
 

用
が
な
い
と
き
は
、
 一
般
の
方

も
利
用
で
き

ま
す
。
 

■

日
程
 

日
帰
り
、
ま
た
は

一
泊
二
日
 

以
内
で
す
。
 

申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入

し
、
利
用
す
る
十

日
前
ま
で
に

社
会
教
育
課
へ
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。
予
約
は
電
話
で
も
け
っ

こ
う
で
す
。
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市
政
テ
レ
ビ
広
報
を
 

こ
視
聴
下
さ
い
 

広報ごしょがわら （第 3 種郵便物認可） 



青
年
海
外
派
遣
団
員
 

参
加
者
を
募

集
 

県
で
は
、
五
十
四
年
度
の
青

年
海
外
派
遣
を
八
月
二
十
五
日

か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
十
九
泊

二
十
日
の
日
程
で

ソ
ビ
エ
ト
、
 

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
東
・

西
ド
イ
ッ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ーフ

ン
ス
な
ど
六
カ
国
を
対
象
に
行

う
こ
と
に
な
り
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

ロ
募
集
人
員
 
（
当
市
へ
の

割
当
）
一
人
 

ロ
応
募
資
格
 
市
内
に
住
ん
 

で
い
る
二
十
歳
以
上
三
十
歳
未

満

（
五
四
年
四
月
一
日
現
在
）
 

の
健
康
な
男
女
 

ロ
負
担
金
 
六
十
六
万
円
の

う
ち
個
人
負
担
十
一
万
円

ほ
か
に
渡
航
手
続
き

・
保
険

掛
金
五
万
円
位
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
六

月
九

日
（
土
）
 

ロ
申
込
み
先
 
国
連
青
少
年

の
家

（
云
④
三
六
〇
二
番
）
 

（
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）
 

社
会
体
育
の
振
興
に
と
 

百
万
円

寄
贈
 

五
所
川
原
口
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ

ブ

（
尾
崎
正
雄
会
長
）
は
、
創

立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
 

「財
団
法
人
五
所
川
原
市
体
育

振
興
会

（
仮
称
）
」
の
設
立
を

市
に
要
請
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

そ
の
基
金
と
し
て
現
金
百
万
円

を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

五
月
二
十
日
、
市
内
大
町
レ
 

ス
ト
ラ
ン
 
「藤
吉
郎
」
 
で行
わ

れ
た
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典

の
席
上
明
ら
か

に
さ
れ
た
も
の

で
、
翌
二
十
一
日
尾
崎
会
長
ら

役
員
が
市
を
訪
れ
、
寺
田
市
長

に
「
社
会
体
育
振
興
の
た
め
ぜ

ひ
設
立
を
」
と
要
望
し
現
金
を

手
渡
し
し
ま
し
た
。
 

③ （第 3種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年） 6 月1日（448 号J 

県営住宅入居者を募集 
広田団地（みどり町 5丁目） 

県では、下記の要項で県営住宅の入居者を募集します。 

ロ募集期間 	6 月1日（金）から6月30日（土）まで

ロ抽選日及び会場 7 月18日 市民文化会館 

口入居予定日 	8 月1日 

所在地 種別 住戸型式 離 構 造 規 	模 
iF謂 家 賃 敷 金 

所
み
5
 

川
ど
丁
 
原
り
目
 

五
市
町
3
  

第

一
種
  

Bタイプ /-,32 
中層 

4 階建 

4.5畳、6畳.6畳 
LDK、居間、 
台所、便所、 
浴室、物置 

2m
5
2
 

 
7
 
0
 

 

円位 

21,000 
家賃の 

3カ月分 

ロ入居資格 

(1）現に同居し、または同居しようとする親族がある方 

（婚約中の方は、住宅弓は渡しの時までに結婚していなければなりま 

せん。内縁も含みます。） 

(2）県内に住所、または勤務先を有する方 

(3）住宅に困窮していることが明らかである方 

(4）県税及び所得税を滞納していない方 

⑤政令で定める次の基準の収入のある方（下の表は、所得者1人の場 

合の換算表です。） 

種 別 扶養親厳
駄騨 

1 	人 2 	人 3 	人 4 	人 5 	入 6 人 ※収入群の額は、 
各種控除後の月収金 

47.皿円 1,342，〔助円 1,799,0005 2,050,1期円 2,392,峨｝円 2,736,00〕円 3,妬7，皿円 額で、その右の額は 
第1種 I I i 1 i I I 粗収入の年収金額に 

肌，鰍〕円 1,945,999P1 2,2的，卿円 2,631,卿円 2,975,999円 3, 277 , 500円 3,577,50）円 換算したものです。 

ロ申込み手続き・書類（各1部） 

(1）入居申込書 

(2）所得金額計算書（給与所得者は昭和53年分源泉徴収票、給与以外の 

所得者は昭和53年分所得証明書を添付すること。） 

⑧住民票の謄本（婚約中の方は、双方の住民票。） 

(4）県税及び所得税を滞納していない証明書（給与所得者は不要ですJ 

⑤婚約者は、婚約証明書 

口申込み先 

五所川原土木事務所建築指導課（廿⑤2 1 6 1番） 

ロ申込用紙交付場所 

五所川原土木事務所建築指導課 または、 

市社会課（廿⑤2 1 1 1番・内線263番） 

なお、詳細は、青森県土木部建築住宅課県営住宅班（廿O177(22( 1111 

番・内線4353・4356番）または 五所川原土木事務所建築指導課（廿 

⑤ 2161番）へお問い合わせ下さい。 

ロご注意 

m申込書等は、本人が持参すること。 

②申込書等は、抽選日の通知書等を発送するので、現住所、連絡先、 

電話番号等を明確に書くこと。 
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簡保資金の融資を受けて完成した広田

団地の市営住宅 中層四階建ノ 

〇
簡
保
積
立
金
の
還
元
融
資
 

昭
和
五
ト
三
年
度
事
業
と
し
て
、
市
営
住
宅
建
設
、

運
動
公
園
及

び
河
川
公
園
整
備
の
各
事
業
に
郵
政
省

（窓
口
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

か
ら
七
、
五
八
〇
万
円
の
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
資
金
は
、
み
な

さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
簡
易
生
命
保
険
積
立
金
を
公
共
の
利
益
に
な

る
よ
う
運
用
す
る
た

め
、
国
民
生
活
に
密
着
し
た
部
門
へ
の
資
金
還

元
で
あ
り
地
方
福
祉
施
設
改
善
、
地
域
生
活
環
境
整
備
改
善
な
ど
地

域
社
会

の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
E
の
た
め
環
元
融
資
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
 

〇
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
 

昭
和
五
十
三
年
度
事
業
と
し
て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
、
塵

芥
処
理
車
購
入
、
公
共
下
水
道
整
備
の
各
事
業
に
五
、
三
七
〇
万
円
の

融
資
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
年
金
積
立
金
は
国
民
年
金
積
立
金
及
び

厚
生
年
金
保
険
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
、

国
民
生
活
の
安
定
向
上
に
直

接
役
立

つ
生
活
還
境
整
備
（
上
、
下
水
道
等
）
厚
生
福

祉
施
設

（
病
 

，与
『
 

！
 
」
，
 
,
．
『
 

J
 

院
、
福
祉
施
設
等

）
、
文
教
施
設
、
農
林
漁
業
等
の
分
野
に
還
元
融

資
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
 

ゆ
一
 

も
の
で

す
。
 

皆
さ

ん
か
ら

負
担
し

て
い
た
だ

い
た
お
金
が
ど

の

よ
う
に

使
わ

れ
て
い

る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市

政
に

対
す

る
理
解
と
協

力
を
お

願
い
す
る
も
の
で

す
。
 

市
で
は
、

毎
年

ニ
回
に

わ
た

り
、
市

の
「
財
政
状

況
」
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
 

今
回
は
、

昭
和
五

十
三
年
度
一

般
会

計
予
算
の

執

行
状
況
な
ど

の
あ
ら

ま
し

に

つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
 

五
所
川
原
市
の
財
政
状
況
 

締
 

卿
り
 

五
十
三
年
度
下
半
期
か
ら
競
 

,, 予算熱行状況 
（昭和54年 3 月31日現在） 

歳入歳出予算額 93億9,059万円 

840%（支出率〕 
fl 984% 

歳出 

支出済額 

エ
 費
 他
 

防
 
費
 

債
 
費
 

業 
費 費 費 費 費 

"%  ~I81 2%9I

.  3%
I9I9
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Iiiii 
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民 総 教 農 衛 公 消 商 
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叫
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収
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m冒
使
用
料及
び霧
 

m

●
財

産
収
入
他
 

87 

77億4,468万円

収入率 82.5% 

歳入 

収入済額 

13 
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19
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3,400万円 」 0%' 
災害復旧債 5.298万円（15%) 

衛生債 5,355万円（1'％〕 

民生債 6,055万円（I 8%) 

軽自動車税他 
1,549万円 

(0 4%) 

都市計画税 
5.200万円 

市 民 税 

7億2,733万円 

電気ガス税 
6,403万円 農林水産業債 

1 億● 586万円 
(5.4%) 

固定資産税 

6億727万円 

中小企業退職金共済事葉団5 40，万円（7.0%) 

全国自冶協会他2.弘,万円（0.7%) 

大蔵省 

9億2,946万円 

(26 9% 

青森銀行 

8 億●,788万円 

(25.8%) 

青森県市町村峰員共済組

合,，田2万円」5%) 

青森県信用農業協同組合運

合会’，師6万円(I.7%( 

年金積立金の融資を受けて完成した老

人の憩の場・福祉センター 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 
	

昭和54年（1979年） 6 月1日（448 号） 

（昭禾ロ 53年度）特別会計の執行状況 

（昭和54年 3 月31日現在） 

予 算 額 収入率 支出率 

国民健康保険事業勘定 19億2,934万円 95.2 % 82 .8% 

長者森平和公園造成事業 2,551万円 33.2 % 69 .7% 

市立高等看護学院 3,274万円 21.2 % 92 .0% 

ー般会計現債額 

（昭和54年 3 月31日現在） 

総額 34億5,378万円 

春の転作確認日程 
ロ確認期間 6 月 4 目（月）から 6 月26日（火）まで 

ロ確認時間 午前 9時30分から午後3時20分まで 

ロ確認方法 表示板による。（表示板のない方は、支所へ請求して下さい。） 

ロ確認結果 はがきで各転作者に通知します。 

転作日程は次のとおりです。 

, $ 1 6 5 4 
金 木 水 火 甘星 

田
野
  

“
石
松
神
平

浅
 

沢
坂
木

山
町
井
 

泉
  

毘 1少
IIl」 

中
共
長
 
崎

栄
富
 

田
種
中

沖
 

川
井

泊
詰
 

飯
  

niT iii 
俵 	'U 
原 	1' 
高 	野 
I与 	子 	7尺 
月J’予本沢 

部
 
落
 
名
  

I, Is IS 15 IS 11 12 
火 上

  
金 木 水 火 旦梶 

悪宮

野
川

川米 Iー い、 

1'田崎中

田田 

崎
川
畑
岡

柳
 

桃
漆
吹

石
唐
 

笠
  

畑
坪
村

無
打
 

石
 
中

尻
太
 

軍よ
 

J
  

湊
猫
姥

稲
広
七

測

4
1実
田
舘
 

ソ
  

梅
  

飯 
ト 岩 

詰 
山奇 

若
福
野
福
豊

境

山
岡
里

山
成

山
 

部
 
落
 
名
 

20Ii以降の日程は 6 011511号に掲載します 
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ノ
 

×
引
引
い

庭
を結
ぶ
 
ロ
と
ころ
 
 産
経
会
館
四
 ノ
 

「み
ん
な
の
健
康
教
室
」
が
 
階
ホ
ー
ル
 

次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ロ
修
了
証
書
 
年
間
を
通
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 「関
 
し
て
聴
講
さ
れ
た
方
に
は
、
 

み
ん
な
の
健

康
教
室
 

節
リ
ウ
マ
チ
と
神
経
痛
」
に
 
修
了
証
書
と
記
念
品
を
お
贈
 

つ
い
て
で
す
。
 

り
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
六
月
二
十
二
日
 
ロ
主

催
 
北
五
医
師
会

・
 

（
金）
午
後
一
時
か
ら
 

五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

ロ
電
話
が
通
じ
た
ら
、
あ
 

か
を
具
体
的
に
は
っ
き
り
知
 

わ
て
な
い
で
は
っ
き
り
話
し
 

ら
せ
て
下
さ
い
。）
 

て
下
さ
い
。
 

ロ
ど
う
し
て
ケ
ガ
を
し
た
 

ロ
所

・
番
地
、
そ
れ
に
だ
 

か
、
ま
た
ど
ん
な
状
況
で
発
 

れ
で
も
わ
 

か
る
よ
・フ
 

救
急
車
の
上

手
な
呼
び

方
 

局
番
な
し

の
一
 

な
目
標
が
 

病
し
、
目
下
ど
ん
な
状
態
に
 

あ
っ
た
ら
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
 

あ
る
か
話
し
て
下
さ
い
。（
事
 

（
例
え
ば
、〇
〇
商
店
の
隣
 

故

・
急
病
の
状
況
に
よ
っ
て
 

り
と
か
（×
）
事
務
所
の
前
と
 

特
別
な
救

急
器
具
を

用
意
し
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
場

合
も
あ
り
 

ま
す
。）
 

ロ
救
 
、
 

急
車
の

ピ
ー
ポ
 

ー
が
聞

こ
・
えた

ら
、
だ

れ
か
近

く
ま
で

迎
え
に

出
て
下

さ
い
。
 

（
 
 と
く

＼
 

身
体
障
害
者
の
巡
回
診
査
 

該
当
者
は
受
診
し

て
下
さ
い
 

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
 

（
火）
市
福
祉
会
館
 

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
 

ロ
内
科
 
六
月
二
十
九
日
 

ロ
耳
鼻
科
 
六
月
十
九
日
 

（
金
）
五
所
川
原
保
健
所
 

関節リウマチと神経痛 

あわてないではっきりと 

い
る
病
院
、
 

ま
た
と
く
 

に
運
ん
で
 

ロ
眼
科
 
七
月
三
日

（
火）
 

市
福
祉
会
館
 

ロ
整
形
外
科
 
七
月
二
十
四

日

（
火）
市
福
祉
会
館
 

ロ
対
象
に
な
る
方
 

山
身
体
障
害
者
の
手
帳
交
付

後
、
ま
た
は
前
回
の
診
査
後
障

害
に
変
化
が
あ
り
、
等
級
の
変

更
や
医
療
を
必
要
と
す
る
方

②
義
肢
、
補
装
具
な
ど
の
新

調
・
改
造
を
必
要
と
す
る
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
る
た
め
に
診
断
を
必
要

と
す
る
方
 

④
脳
卒
中
の
場
合
、
 一
年
以
【
 

上
経
過
し
て
い
る
方
 

ロ
持
参
す
る
も
の
 

印
鑑
。
 
（
内
科の
場
合
は
、
 

×
線
写
真
。）
 

に
住
宅
団
地
等
の
場
合
は
、
 
一
 

大
通
り
に
出
て
合
図
を
し
て
 

下
さ
い
。
）
 

ロ
い
つ
も
診
て
も
ら
っ
て
 

一
九
番
 

も
ら
い
た
い
病
院
が
あ
っ
た
 

ら
知
ら
せ
て
下
さ
い
。（
原
則
 

と
し
て
は
、
自
分
で
病
院
を
 

選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
 

て
い
ま
す
。）
 

市
内
の
救
急
指
定
病
院
 

ロ
西
北
中
央
病
院
口
白
生
 

会
病
院
口
中
村
整
形
外
科
病
 

院
口
佐
蒔
旧
胃
腸
科
外
科
医
 

院
口
田
辺
胃
腸
科
外
科
医
院
 
、
 

、
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	ー”、 r 
県
の
移
動
採
血
車
、
 
「
青

い
鳥
号
」
 
が次
の
日
程
で

街

頭
献

血
を
行
い

ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

＠
六
月
七

日
（
木

）
 

〇
午
前

十
時
か

ら
正
午

ま

で
、
五
所
川
原
保
健

所
前

〇
午
後
一

時
三
十
分
か

ら

三
時
ま
で
、

広
田

・
木
村
石

油
所
」剛
 

ロ
と
き
・

と
こ

ろ
 

⑥
六
月
二
十

一
日
（
木
）
 

O
午
前
十

時
か
ら
正
午

ま

で
、
五
所
川
原
保
健
所
前

〇
午
後
一
時

三
十
分
か

ら

三
時
ま
で
、

漆
川
・
東

北
電

工
前
 

な
お
、

市
内
の
街
頭
献
血

は
、
毎
月
第

一
・
第
三
木
曜

日
で
す
。
 

街頭献血にご協力を 
、、 

× 

老人医療費受給者証 

更新の手続きを 

老人（70歳以上）医療費受給者証の更新時期となりました。 

該当者は、下記の日程により交付を受けて下さい。 

老人医療費は、65歳から69歳までの方で、身体障害（1 

・2 ・ 3級または 4級の音声・言語機能障害、下肢障害1 

.3・4 号）と国民年金法（1・ 2級）に該当する方も支

給されます。 

地 区 名 ところ と 	き 

栄・みどり町 栄 支 所 6月21日 午前 9 :00～午前11:30分 

梅 	 沢 梅沢支所 6月21日 午後 1 : 00～午後 3 :30分 

七 	 和 七和支所 6月22日 午前9:00～午前11 】30分 

長 	 橋 長橋支所 6月22日 午後1:00～午後3:30分 

毘 	沙 	門 毘沙門支所 6月23日 午前 9 : 00～午前11 】30分 

飯 	 詰 飯詰支所 6月25日 午前 9 : 00～午前11:30分 

松 	 島 松島支所 6月25日 午後1 】00～午後 3 】30分 

中 中川支所 6月26日 午前 9 : 00～午前11:30分 

三 	 好 三好支所 6月26日 午後1:00～午後3:30分 

栄町‘田町・蓮沼
元町・新町・柳町
川端町・寺町・岩
木町‘鎌谷町・鳥
森・一ノ谷・八重
菊・下り枝・千鳥町 

荊呆検衛生課 6月27日 午前9:00～午後 4 】00 

弥生町・布屋町・
東町 ,大町・本町
旭町・雛日」・敷島
町’錦町・幾島町
柏原町・末広町 

6月28日 ク 

上平井町一中平井
町・下平井町・長
橋字橋元‘幾世森
新宮・小曲・沼田 
町・松島町 

ク
  

6月29日 ク 

※なお、当日都合により交付を受けられない方は、 6 月30 
日市保険衛生課で交付します。 

灘縄鱗轡
- 鷲 

食編を 

一
歳
六
カ

月
児
に

限
り
歯
科

衛
生

指
導
も
行

い
ま
す
。
 

、
。
 ロ

受
付
時

問
 
午

後
零
時

四

十
五

分
か
ら

一
時
三
十
分

ま
で
 

ロ
持
参
す

る
も
の
 

母
子
健

康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
 

現
在
病
気
治

療
中
か

ほ
か

の

医
療
機
関
で

健
康
診

断
を

受
け

て
い
る
乳
幼
児

は
ご
遠
慮

下
さ
 

行
い

ま
り
。
 

該
当
す
る
赤

ち
ゃ

ん
に

は
、
 

受
診
さ

せ
る
よ
う
に
し

て
下
さ
 

月 齢 文寸 	象 と 	き と 	こ ろ 

3 カ月児 

日召和54年 
2 月生まれの 

早L 	児 
6 月1311 市中央公民館 

6 カ月児 

日召和53年 

11月生まれの 

平L 	児 

6 月19H 

1 歳6 カ月児 
昭和52年 

12月生まれの 
幼 	児 

6 月26日 ク
  

	ノ 

乳
幼
児
の
 

健
康
診
査
 

市
で

は
、
乳
幼
児
の

健
康
診

査
と
健
康
相
談
を

次
の

日
程
で
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ふるってご参加を 

ー
 

第 1回市内なわとび大会 

ロと き 6 月10日（日）午前9時から（受付け） 

ロと こ ろ 市民体育館 

口競技種目 「連続とび」 

クラス別 ①小学校低クラス（1年生～ 2 年生） 

（男女別） ②小学校中クラス（3年生～ 4 年生） 

③小学校高クラス（ 5 年生～6年生） 

④中学校オープンコース（ 1年生～ 3年生） 

⑤高校オープンコース（1年生～ 3年生） 

⑥一般コース（20代、30代、40代、50代に分れますJ 
競技について 

(1）各クラスとも男女別で競技します。 （長時間飛んでいる方 

が賞に入りますJ 
※ロープ等が体の一部分でもひっかかる（一時停止）と失格 

になります。 

(2）各クラスとも男女別に 2 回実施して、良い成積（長い時間） 

を入賞と致します。 

(3）入賞者は、各クラス別男女とも、上位】0名までとする。な 

お、優勝者には記念楯を贈呈します。 

その他 

(1)なわとび用のロープ等は各自で持参すること。 （ワイヤー 

クサリ等はだめです。 

②当日傷害保険料として 20円必要です。 (1日保険です） 

※ただし、年間の傷害保除に加入済の方は必要ありません。 

③参加者は運動のできる服装（スポーツウェアー等）で、必ず 

ズック靴を持参して下さい。 

④参加者は、昼食を各自で持参すること。 

本
の
旗
と
十
個
の
箱
を

備
え

つ

け
た
も
の
で
す
。
 

せ
裁
叫
道
 
大
き
く
広
げ
る
 
ゆ
ず
り
あ
い
 

鳴
海
勘
兵
衛

家
の
古
文
書
寄
贈
さ
れ
る
 

函
舘
市
在
住
の
神
山
清
友
氏
 
さ
れ

ま
す
G
 

は
、
家
宝
で
あ
る
貴
重
な
古
文

書
を
市
立
郷
土
館
に
寄
贈
す

る

こ
と
に
な
り
、
五
月
七
日
市
長

室
で
高
橋
助
役
に
手
渡
し
ま
し
 

ノ
 

い
ま
す
。
 

希
望
者
は
、
会
場
に
お

い

で
下
さ
い
。
 

」胃
一
 

た
。
 

神
山
氏
は
、
五
所
川
原
市
開

拓
の
祖
、
鳴
海
勘
兵
衛
氏
の

子

孫
で
、
古
文
書
は
同
家
の
祖
先

が
数
代
に
わ
た
り
書
き
継
い
で

き
た
貴
重
な
も
の
で
、
そ
の
解

読
に
よ
り
当
時
の
史
実
が
さ
ら

に
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
期
持
 

毎
週
月
曜
日
・
木

曜
日
与

後
七
時
か

ら
九
時
ま
で
市
民
 

／
緯
疹
館

二
階
で
練
習
して
 

ロ
連
絡
先
 

廿
⑤
八
四
四

四
番
・
笹
了
④
五
七
六
六
番
、
 

佐
々
木
 

・

l

×
 

混
声
合
唱
を
や
っ

て
み
ま

せ
ん

か
 

器
合
唱
団
団

員
を
募
集
 

交
通
安
全
を

願
っ

て
 

横
断
旗
三
百

本
を
備
え
つ
け
 

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

ソ
フ
ト

ボ

ー
ル

大
会
 

参

加
者
を

募

る
 

ロ
対
象
者
 
勤
労
青
少

年

ロ
と
き
 
六

月
十
七
日
（
日
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
西
郡
平
滝
沼

口
参
加
料
 
一
人
五
百

円
。
 

（
肉
ナ
べ
を
準
備
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
に
ぎ
り
を
持
参
し

て
下
さ
い
。）
 

ロ
集
合
時
問
・
場
所
 

午
前
八
時
ま
で
、
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
に
お
集
ま
り
下
さ
 

い
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
六

月
十

六
日
（
土
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
勤

労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
費
④
三
六
〇
二
番
）
 

自
動
車

税
の
納
期
限
は
、
 

六

月
三
十
日
で
す
 

納
税
貯
蓄
組
合
員
の
方
は
、
組

を
通
し

て
納
め
て
下
さ
い
。
 

競

取
引
主
任
者
特
別
研
修
会
 

五
十
四
年
度
の
、「宅
地
建
物
 

口
会
場
 
青
森
県
農
業
共
済

取
引
主
任
者
」
の
特
別
研

修
会
 
会
館
 

が
次
の
日
程

で
開
か
れ
ま
す
。
 

ロ
主
催
 
全
国
建
設
管
理
協

ロ
期
日
 
六

月
三
十
日
ー
九
 

会

（
青
森
市
安
方
二
丁
目
九

ー
 

月
ま
で
。
（
計
六
回
。）
毎
回
午
後
 

一
一
〇
、廿
青
森
⑩
三
九
八
二
番
）
 

一
時
か
ら
五
時
ま
で
。
 

曲
が
り
か
ど
 

い
つ
も
危
険

が
 
か
く
れ
て
る
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
の
五
月
十
六
日
、

二
つ
の

交
通
安
全
団
体
が
主
な
交
差
点

に
黄
色
い
横
断
旗
と
旗
を
入
れ

る
箱
を
備
え

つ
け
ま
し
た
。
 

横
断
旗
と
旗
を
備
え

つ
け
た

の
は
、
市
交
通
安
全
母
の
会

（
 

長
沢
京
子
会
長
）
と
市
役
所
ハ

ン
ド
ル
会

・
（佐
藤
佐
太
会
長
）
 

で
、
三
善
呉
服
店
角
の
交
差
点

な
ど
合
わ
せ
て
五
カ
所
に
三
百
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
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